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祭
まつり

礼を知る
　全国各地の神社には、様々な祭りがあり、その中には、華やかな行列を組み、神輿や山車、芸能な

どとともに街を練り歩く祭礼があります。そして、各時代、あるいは現代の各地の祭礼行列を比べて

みると、いくつかの共通点を見出すことができます。これは、京都や江戸・東京などで成立した祭礼

文化が各地に伝わって発展・展開したためと考えられます。

　華やかな祭礼は人々の楽しみでもあったので、多くの見物人をあつめ、また、絵画にあらわされた

り、見物のための案内が出版されたりすることもありました。

　本展示では、賀茂祭（葵祭）、祇園祭、尾張津島天王祭、天下祭（神田祭・山王祭）ほか、いくつかの

祭礼の様子を描いた屏風、絵巻、

刷り物などを通して、祭礼行

列の歴史や展開、その面白

さを紹介します。

主な展示作品

本展示の見どころ
・屏風や絵巻で祭礼の華やかさを味わう
　…�話題の「山・鉾・屋台」をはじめ、祭礼の美しさや魅力を
本学所蔵の資料で見て、感じて、知る！

・誰かに話したくなるお祭りの豆知識がいっぱい
　…�神輿はいつからあるの？行列の見どころは？など、知れば
祭礼がもっと面白くなる。描かれた人々の衣装や表情にも
注目！

・神輿の重要性を考え直してみる
　…�華やかな「山・鉾・屋台」や芸能に注目が集まりますが、
神輿のことも考えてみませんか？

・�葵祭図屏風（西村楠亭筆）
・�官幣大社札幌神社鎮座三十年紀念祭市街御巡幸之図【後期】
・�祇園祭礼絵巻（冷泉為恭筆）【巻替えあり】
・�付喪神記【前期】
・�年中行事絵巻：祇園御霊会（旧岡田本）【巻替えあり】
・�やすらい祭・上賀茂競馬会図屏風（横山華山筆）
　◎前期：10/15～11/11　後期：11/12～12/4

■ 開館時間 午前10時～午後６時（入館は午後５時30分まで）

■ アクセス

〕内スパンャキ谷渋學大院學國〔 82-01-4東区谷渋都京東 0448-051〒
TEL：03-5466-0359　WEB：http://museum.kokugakuin.ac.jp/

【渋谷駅から】  渋谷駅から徒歩約13分  都営バス（渋谷駅東口バスターミナル
車下」前学大院学国「）行ータンセ療医赤日30学 

【表参道駅から】 表参道駅（地下鉄半蔵門線・銀座線・千代田線）B1出口から徒歩約15分
【恵比寿駅から】  恵比寿駅（JR山手線・地下鉄日比谷線）から徒歩約15分

 都営バス（恵比寿駅西口ロータリー1番のりば ータンセ療医赤日60学 

5 4 番のりば

車下」目丁四東「）行 

◎会期中、休館日はありません。
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ミュージアムトーク

場所：國學院大學博物館ホール
▪10/22（土） 14：00～14：30
　鈴木 聡子（本学助教） 「賀茂祭（葵祭）」

▪10/29（土）14：00～14：30
　大東 敬明（本学准教授） 「祇園御霊会から札幌まつりへ」

▪11/12（土） 14：00～14：30
　笹生 　衛（当館館長・本学教授） 「神輿と行列」

無料
申込不要

國學院大學HP→イベント一覧より、該当イベントをお選び
いただき、各申込フォームからお申し込みください。
http://www.kokugakuin.ac.jp/
お問合せ先：國學院大學研究開発推進機構事務課　Tel : 03-5466-0104

申込方法

本学関連イベント

平成28年度 公開学術講演会
　10/22（土） 15：00～16：30
　講　師：福原 敏男 （武蔵大学教授） 「描かれた近世の祭礼」
　場　所：國學院大學 渋谷キャンパス学術メディアセンター１Ｆ 常磐松ホール
　定　員：250名（申込先着順）

無料
要申込

※詳細は本学HPにて公開予定。
　 （本学研究開発推進機構主催）

ミニシンポジウム「神輿文化を考える」
　11/26（土） 13：30～17：00
　場　所：國學院大學 渋谷キャンパス学術メディアセンター5Ｆ 会議室06
　定　員：30名(抽選)
・笹生 　衛（当館館長・本学教授） 「神輿の発生」

・西山 　剛（京都府京都文化博物館 学芸員） 「神をかつぐ人々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―祭礼行列の中核としての神輿と京都都市民」
・岸川 雅範（神田神社 権禰宜） 「神輿の近代―大正期に盛り上がった東京の祭礼」


